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1.	 研究の背景と目的
　2011 年の東日本大震災以降，災害復興における観
光の役割に期待が寄せられてきた．そのなかで，災
害ボランティアツーリズムという観光が注目されてい
る．
　災害ボランティアツーリズムとは，「災害ボラン
ティア活動が旅程に含まれる旅行」である．今日行
われている災害ボランティアツーリズムは，「ボラ
ンティアの制度化」のさなかにある．
　1995 年の阪神・淡路大震災の際，全国から多くの
ボランティアが被災地に駆けつけた．同年 7 月には，
ボランティアの重要性が認識されたことから「防災基
本計画」にボランティア活動の環境整備やボランティ
アの受け入れに関する項目が設けられた．そして，災
害が発生すると，被災地に災害ボランティアセンター
（以下，災害 VC）が設置されるようになった．ボラン
ティアは，災害 VC に行けば被災地側のニーズとマッ
チングされボランティア活動を行うことができる．ま
た，東日本大震災においては，政府の呼びかけによっ
てボランティアツアーが実施された．これらの仕組み
によって，被災地外部からでもボランティア活動に参
加することが容易になった．
　ボランティアの制度化によって，災害ボランティ
アツーリズムは拡大してきた．しかし，ボランティ
アの制度化のもとで行われるボランティア活動で
は，様々な制約が設けられているため，被災者のニー
ズに柔軟に応えることが困難となる場合がある．平
成 28 年熊本地震（以下，熊本地震）においては，
極度なマニュアル化が懸念された．
　果たして，災害ボランティアツーリズムは，ボラン
ティアの制度化のもとで，被災者のニーズにどのよう
に応答しているのだろうか．本研究では，災害ボラン
ティアツーリズムにおける被災者のニーズへの応答の
実態を社会学的に明らかにすることを目的とする．
2.	 研究の方法と手続き
　日本におけるボランティアツーリズム研究ならび
に災害ボランティア研究を中心に文献調査を行っ
た．現地調査は，2016 年 8 月 26 日から同年 9 月 1
日まで，熊本地震の際，避難所となった益城町総合
体育館において，避難所を訪れるボランティアと避
難所運営をしていた熊本 YMCA のスタッフにイン
タビューを行った．同年 10 月に益城町災害 VC に
て災害ボランティア活動の参与観察を行い，2017
年12月に益城町災害VCの運営について同センター
の職員にインタビューを行った．
　本研究は，中西正司と上野千鶴子が提唱した「当
事者主権」の立場に依拠した．とくに考察では，上
野による「ニーズの四類型」を参考にした．ニーズ
の四類型とは，ニーズの生成に関わるアクターを当
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事者と第三者，かつ，ニーズの生成過程を字義通り
の潜在と顕在とにそれぞれ区別し整理したものであ
る．ニーズの類型は，次の通りである．
（1） 承認ニーズ 当事者顕在・第三者顕在
（2） 庇護ニーズ 当事者潜在・第三者顕在
（3） 要求ニーズ 当事者顕在・第三者潜在
（4） 非認知ニーズ 当事者潜在・第三者潜在
　本研究では，被災者を「当事者」，被災者以外の
アクターを「第三者」とした．そして，避難所で行
われていたボランティア活動を，ボランティアの制
度化のもとで行われたかどうかという基準で区分
し，考察を進めた． 
3.	 研究の概要
　本研究は 5 章で構成されている．
　第 1 章では，研究の背景と目的，方法などの本研
究の枠組みを示した．
　第 2 章では，今日行われている災害ボランティア
ツーリズムが日本においてどのように展開されてき
たのかについて整理した．その結果，1980 年代後
半より災害時におけるボランティア活動の意義が見
出されボランティアの制度化が進められてきたこと
がわかった．一方で，1990 年頃から災害ボランティ
アツーリズムは姿を現し始め，1995 年の社会背景
をもとに拡がったことが明らかとなった．
　第 3 章では，益城町総合体育館や益城町災害 VC
において行った現地調査の内容をまとめ，災害ボラ
ンティアツーリズムの実態について記述した．
　ボランティアが避難所を訪れる主なルートは，①
直接訪れるパターンと，②益城町災害 VC を介して
訪れるパターンがある．①は，ボランティアの制度
化の外で行われており，そこでは，ボランティアが
考えた多様な活動が展開されている．例えば，歌や
踊りの披露や炊き出しなどである．②は，ボランティ
アの制度化のもとで行われており，今日の災害ボラ
ンティアツーリズムの典型である．また，避難所の
ニーズに基づいてボランティア活動が行われるた
め，活動内容が館内の清掃などに限定されている． 
　第 4 章では，被災者のニーズへの応答に着目した
考察を行った．ボランティアの制度化のもとで行わ
れているボランティア活動は，「承認ニーズ」に位
置づけることができる．すなわち，今日の災害ボラ
ンティアツーリズムは，一般に顕在化しているニー
ズのみに応答していることが明らかとなった．
　一方で，ボランティアの制度化の外で行われてい
るボランティア活動は，基本的に「庇護ニーズ」に
位置づけることができる．ただし，「承認ニーズ」
や「要求ニーズ」に位置づけることができる場合も
ある．このように「要求ニーズ」に位置づけられる
こともあるため，ボランティアの制度化の外で行わ
れるボランティア活動は，一般に潜在化している
ニーズに応える可能性が示された．
　また，ニーズの生成に関与していた民間団体につ
いて考察した．その結果，アクター間における力関
係について十分に検討する必要はあるが，被災者と
ボランティアの間に民間団体が入り，ニーズの調整
を行うことに一定の意義があることが示唆された．
　そして，ニーズへの応答に関して，災害ボランティ
アツーリズムのもつ外部者性の可能性を検討した．
可能性はないようであるし，あるようでないことが
わかり，被災者のニーズを中心に考えたうえで，多
様なボランティア活動が展開される必要性が示され
た．
　第 5 章では，結論として本研究の成果をまとめた．
4.	 結論
　今日の災害ボランティアツーリズムは，ボラン
ティアの制度化のもとで行われており，顕在化して
いるニーズのみに応答していることが明らかとなっ
た．他方，ボランティアの制度化の外で行われてい
る災害ボランティアツーリズムにおいては，潜在化
しているニーズに応答する可能性が示された．ボラ
ンティアの制度化が進められる一方で，被災者一人
ひとりのニーズに応えるには，被災者とボランティ
アの間に民間団体が入りつつ，多様なボランティア
活動が展開される必要が示唆された．
　しかし，当事者と第三者には非対称性があり，関
係性は複雑である．他方，非対称性を乗り越えるよ
うに，外部とのつながりが被災地の復興を後押しす
る力になっているという指摘がある．観光は，外部
とのつながりを築く手段の一つである．復興の過程
において観光が被災地のニーズとなった場合は，観
光によって構築される関係性について議論される必
要があるといえる．■
